
大晦日に年越しそばを食べる習慣は、昭和時代に広まったといわれ、比較的新しい習慣で

す。年越しそばを食べる意味についても、細長く伸びることから長寿延命など、諸説ありま

す。年末年始の行事食には、新しい年への願いが込められていることを感じてほしいと思い

ます。

いよいよ冬本番を迎え、朝晩の冷え込みが厳しくなりました。寒いと手を洗うのが億劫

（おっくう）になりがちですが、風邪や胃腸炎などの感染症を防ぐには、せっけんを使った

丁寧な手洗いが肝心です。また、食事や睡眠をしっかりとって抵抗力を高め、風邪をひきに

くい丈夫な体をつくりましょう。

早寝・早起きをし、朝・昼・夕の３食を欠かさず食べて、規則正し

い生活を心がけましょう。

冬至は、１年のうちで最も太陽が低い位置に来るため、昼が短く、夜が長

くなります。昔は、太陽の力が最も弱くなる日とされ、この日を境に太陽が

生まれ変わり、運が向いてくると考えられていたことから、ゆず湯で身を清

め、邪気を払う小豆や、「ん」のつく食べ物を食べて「運」を呼び込む風習

があります。

１２月１日（月）に政府から無償提供された備蓄米を給食で使用します。

「感謝の気持ち」が伝わるお手紙💌

毎日届くお手紙を大事に読んでいます。

いつも、ありがとうございます。


